
高松市埋蔵文化財調査報告 第 109集

史跡再拾求跡警備謀を言|:第 2-1丑

逐1垣1基!1礎
―
調|1益 |―無1各壱

第12洋ヽ

2.0.101.31年12月

高・:・ ■■松|■ ―・ ■市

高1松 1市1教
!育

|― 委
・
員
―
会



史跡高松城跡整備報告書 第2冊

石垣基礎調査報告書

第2分冊

2008年 2月

高  松  市
高松市教育委員会



石

石垣番号 3053 地区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 内 石積工法 布積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花南岩

転用石 鶴
＾

刻  印 鉦
＾

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落1曜蒻?

その他
焼損等 篭危争‖罐 1葵泉峯1危険度

良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

0.4/2.61 0.62
0.62/0,96

/0.84
-1

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

※列石状だが埋没部は不明

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の庭園北側の北面内石垣である。
高さは中央部で約1.Om、 全長は約3.Omである。
勾配はわずかに逆勾配である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた布積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。
石材は直方体の形状のものが多いが、三角形のもの等見られる。規模は大小混在する。
庭園の縁石状の積み方である。
両隅角とも算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。新郭造築期に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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史 城跡 石 査

石垣番号 地区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣都位 内 石積工法 布積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入 御編
上部構造物 塀 石材 花筒岩

転用石 征
＾

刻  印 征
ヽ

況
　
因

鍬
と
観

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜蔑P

他
等
の
損
そ
焼 篭賜争‖罐 1髭象峯1危険度

良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

-1

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
他
査
の
調
そ
の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

※列石状だが埋没部は不明

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の庭園北側の東面内石垣である。
高さは中央部で約0.6m、 全長は天端で約3.9mである。
勾配はわずかに逆勾配である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた布積である。左隅角は切石を用いて積み上げられている。
入隅である。
石材は直方体の形状で、規模は標秦的なもので揃つている。
庭園の縁石状の積み方である。
左隅角は埋没のため算木積の状況は不明である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

右隅角は

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。新郭造築期に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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公城跡

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石、割石 石垣位置

石垣部位 内 石積工法 布積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 す りつけ
その他
特記

上部構造物 石材 花商岩、安山岩

転用石 純
＾

刻  印 径
小

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落1曜誘?

他
等
の
損
そ
焼

損
態
破
状搬妙
莱鼻峯1危険度

良好 l tl a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期 改修 有 基底部

修  理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

A,こ のラインより角度がかわる
左側は切石 1石を立てて並べる
右側は切石、割石など1～ 2段で
右へいくに従つて石垣高さが低く

なつている
B 倒れる

※列石状だが埋没部は不明

備  考 10.88/9.42/10.00折 れ、一石のみの石列計測不可 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸の庭園北側の北面内石垣である。
高さは中央部で約0.5m、 全長は天端で約36.3mである。
僅かに折れが見られ、左端から約 10.9m、 9.4m、 10.Omに細分できる。
勾配は90度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は左半は花蘭岩の切石を用いた布積で、右半は花蘭岩、安山岩の割石を用いた乱積である。
埋没部は不明であるが、現状では一石のみの列石状の石垣である。左隅角は入隅で、右隅角は地盤にす
り付けである。
石材は左半は標準的な大きさの直方体の形状のもので、右半は不定形でやや小ぶりなものが見られる。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・新郭造築期に築造されたと考えられる。
・『旧高松御城全図』によると、中央部に雁木状の施設が描かれており、
らオしる。

明治以降に積み直されたと考え

目
地
の
状
況
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rAh城跡 石垣討査
石垣番号 3056 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

盤 1託繊争1罐 1莱纂軍1危険度

新

由

給

石垣部位 内 (多聞塀台) 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 すりつけ 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闇岩、安山岩

転用石 4L 刻  印 笠
ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 触 1崩落1曜議P

C

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

25,1

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

構本で石が押し出される

備  考 左角勾配一石のみ計測不可 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸の庭園内東側の画面内石垣である。
高さは中央部で0.6m、 全長は天端で約25mである。
勾配は80度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石と割石を用いた乱積である。右隅角は切石を用いて積み上げられ
ている。左隅角は地盤にすり付けである。全体に石垣面の出入りがあり、天端も不揃いである。
石材は不定形の形状のものが多く、規模は大小混在する。
庭園の縁石状の積み方である。
右隅角は算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・天端石の欠損が見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・新郭造築期に築造されたと考えられる。
・『旧高松御城全図』によると、折れを持ちながらも血3056～配3067石垣までは、
れており、明治以降に積み直された際に開口され、分断されたと考えられる。

一連の石垣として描か

目
地
の
状
況
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史跡高 石垣調査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 門 (後世のもの) 石積工法 布積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闇岩

転用石 径
ハ

亥」 F「 征
ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
欠け
剥離 腱 1崩落1曜議?

その他
焼損等 咤勉争‖罐 1髭象写1危険度

良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.12 1,11

築造時期 明治以降 改修 基底都

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

※後世のBB田部と思われる

備  考 短い石垣のため中央勾配計測省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸の東側に位置する開口部の南面石垣である。
高さは中央部で約 1.lm、 全長は天端で約1.7mで ある。
勾配は85度と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闘岩の割石を用いた布積である。左隅角は切石、右隅角は割石を用いて積み上げられて
いる。
石材は方形で、規模は大小混在する。
両隅角とも算本積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『 1日高松御城全図』によると、折れを持ちながらも血3056～配3067石垣までは一連の石垣として描かれ
ており、明治以降の開口に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況
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石垣調査

石垣番号 30581地区
十
三ノ丸

門 (後世のもの )

耳ヒ

4E

石
垣
様
式

石垣位置

他
等
の
損
そ
焼 1唸賜争1罐 1翼象寧1危険度

石垣部位

方 位

角の形状

上部構造物

転用石

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 バレ |ハ ラミ フ レ

良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1.21

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

他

１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状

問結石のヌケ
翻口前の石垣の痕跡が残る

※後世の開口部と思われる

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日

-338-



石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の東側に位置する閉口部の北面石垣である。
高さは中央部で約 1.2m、 全長は天端で約1.5mで ある。
勾配は87度とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも割石を用いて積み上げられてい
る。
石材は方形で、規模は大小混在する。
両隅角とも算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・間詰石のヌケは見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『旧高松御城全図』によると、折れを持ちながらも配3056～配3067石垣までは一連の石垣として描かれ
ており、明治以降の開口に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況

-339-



史跡高 石垣調査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 (多聞塀台) 石積工法 谷積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花南岩、安山岩

転用石 征
＾

刻  印 征
お

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 脱形

その他
焼損等 篭鯵争‖罐 1翼纂軍1危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

14.12 14.31 1.26 1.32

築造時期 新郭造築期・明治以降 改修 有 基底都

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

※後世のものと思われる

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の東側の西面内石垣である。
高さは中央部で約1.3m、 全長は天端で約14.lmである。
勾配は79度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩、安山岩の割石を用いた谷積であるが、左隅角付近は乱積である。
を用いて積み上げられている。
石材は方形や、やや扁平の形状であり、規模は標準的なものが多くほぼ揃つている。
左隅角は算木積になっていないが、右隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

両隅角とも切石

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・新郭造築期に築造されたと考えられる。
・『旧高松御城全図』によると折れを持ちながらも配3056～配3067石垣までは一連の石垣として描かれて
おり、明治以降に積み直した際に開口され、分断されたと考えられる。また『旧高松御城全図』では、
石垣の東西幅が広く描かれており、当初の石垣はもう少し西に位置した可能性が考えられる。
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史跡高松城跡 石垣調査
石垣番号 3060 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 門 (後世のもの) 石積工法 布積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
そて
特
軸
記

上部構造物 石材 花南岩

転用石 径
＾

亥J F口 征

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

他
等
の
損
そ
焼 鞭酸

損
態
破
状
影響の

程度
危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1.56

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

他
１
の
述
そ
記

その他
記述 2

破損現状

※後世の開口部

備 考 短い石垣のため中央高 。中央勾配計測省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の東側に位置する閉口部の南面石垣である。
高さは中央部で約1.5m、 全長は天端で約1.6mで ある。
勾配は84度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花商岩の切石を用いた布積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。
石材は方形や、やや扁平の形状であり、規模は小ぶりの石材が多く見られる。
両隅角とも完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『旧高松御城全図』によると、折れを持ちながらもNO.3056～配3067石垣までは一連の石垣として描かれ
ており、明治以降の開口に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況
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石 査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、切石 石垣位置

石垣部位 門 (後世のもの) 石積工法 谷積

.上 lと型 __

「
~T~:|百

方 位
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材
花闘岩、安山岩、凝
灰岩 (一部)

転用石 鶴
ヽ

ツ∬  F「 征
ヽ

況
　
因

鍬
と
搬

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 鰈 崩落1曜議?

その他
焼損等 篭鯵争‖罐 1髭峯軍1危険度

良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5.86 2.26

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

転用石か?
全体は谷積で後世のもの

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の東側に位置する開日部の北面石垣である。
高さは左端で約2.8m、 右端で約1.9mであり、天端が斜めになっている。全長は天端で約4.8mである。
勾配は83度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石と切石を用いた谷積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられ
ている。
石材は方形や、やや丸みのあるものが見られ、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
両隅角とも完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。『旧高松御城全図』によると、折れを持ちながらも血3056～血3067石垣までは一連の石垣として描かれ
ており、明治以降の開口に伴い築造された石垣である。
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史跡高松城跡 石垣 査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石、割石 石垣位置

石垣部位 内 (多聞塀台) 石積工法 谷積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 不明建物 石材 花南岩、安山岩

転用石 範
＾

蕨J Fロ 征
心

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 朧 崩落1罹議P

他
等
の
損
そ
焼 篭α摯‖罐 1秘 1危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 右三男器ク]酉己 中央勾配 右端勾配 右角勾配

23 37 1,7

築造時期 生駒期 。新郭造築期 。明治以降 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『高松城下図屏風』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

全て谷積 (後世のもの)

一

曜

■

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の披雲閣東側の西面内石垣である。
高さは中央部で約1.7m、 全長は天端で約23.4mである。
勾配は74度とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の切石を用いた谷積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられてい
る。
石材は方形で、規模は標準的なものではぼ揃つている。
左隅角は完成度の低い算木積であるが、右隅角は算木積になつていない。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。生駒期から存在した石垣とも考えられるが『高松城下図屏風』によると、石垣幅が狭く描かれており、
新郭造築期に現位置に移動したとも考えられる。
・『旧高松御城全図』によると折れを持ちながらも血3056～血3067石垣までは一連の石垣として描かれて
おり、明治以降に積み直した際に開口され、分断されたと考えられる。
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石垣

石垣番号 3063 地区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 門 (後世のもの) 石積工法 谷積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出 恕
特
地
記

上部構造物 石材 花筒岩、安山岩

転用石 径小
刻 印 任

＾

況
　
因
醐と礎

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
欠け
剥離
礎
1崩
落
1曜議?

その他
焼損等 託鯵争‖罐 1髭纂写1危険度

良好 a3  1   b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角角配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5.47

築造時期 明治以降 改修 基底都

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
その他
の調査

その4L
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

全ての自地モルタル構め、谷積

※後世の開田部

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の披雲閣東側に位置する開口部の南面石垣である。
高さは左端で約 1,7m、 右端で約2.Omで あり、天端は斜めになっている。全長は天端で約4.6mである。
勾配は90度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた谷積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられてい

る。
石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
両隅角とも算木積になつていない。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。『旧高松御城全図』によると、折れを持ちながらも配3056～No,3067石垣までは一連の石垣として描かれ
ており、明治以降の開口に伴い築造された石垣である。
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石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 門 (後世のもの) 石積工法 谷積

方 位
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩、安山岩

転用石 伍
ハ

刻  印 笹
（

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜議軍

他
等
の
損
そ
焼

軽微な
改変

損
態

破

状 発纂写1危険度
良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1 73

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

全ての目地モルタル詰め

※後世の開田部

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸の披雲閣東側に位置する開口部の北面石垣である。
高さは左端で約 1,9m、 右端で約1,7mで あり、天端は斜めになっている。全長は天端で約4.6mである。
勾配は89度 と急である。

積
み
方
石
材
等

。石の積み方は花聞岩、安山岩の割石を用いた谷積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられてい
る。
・石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
・両隅角とも算木積になっていない。
・転用石、刻印は見られない。
・目地は見られない。

破
損
状
況

。破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『旧高松御城全図』によると、折れを持ちながらも配3056～配3067石垣までは一連の石垣として描かれ
ており、明治以降の開口に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況

-351 -



石 査

石垣番号 3065 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 内(多聞塀台) 石積工法 谷積 苺irI

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 征
＾

刻  印 純
ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ 欠け
剥離 朧 1崩落1曜蒻P

他
等
の
損
そ
焼 篭鯵争‖罐 1髭贔拿1危険度

良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

3.77

築造時期 生駒期
。明治以降 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『高松城下図屏風』『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

大半が谷積Ⅲ後世のもの

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の披雲閣東側の西面内石垣である。
高さは中央部で約 1,7m、 全長は天端で約3.4mである。
勾配は70度 と緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた谷積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。
石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つているが、一部扁平のものや小ぶりの石材が混在する。
左隅角は算木積になつていないが、左隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・生駒期から存在した石垣とも考えられるが『高松城下図屏風』によると、石垣幅が狭く描かれており、
新郭造集期に現位置に移動したとも考えられる。
・『旧高松御城全図』によると折れを持ちながらも血3056～血3067石垣までは一連の石垣として描かれて
おり、明治以降に積み直した際に開口され、分断されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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石 査

石垣番号 1  3066  1 地区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣都位 1内 (多聞塀台) 石積工法 谷積

呻

方 位 1南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花蘭岩

転用石 征
小

刻  印 征
ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落1曜蔑?

他
等
の
損
そ
焼

軽微な
改変

損
態
破
状 留 1危険度

良好 b21 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期
。明治以降 改修 有 基底都

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

切石布積、後世のもの

備  考 短い石垣のため中央高・中央勾配計測省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸の披雲閣東側の南面内石垣である。
高さは約 1.8m、 全長は天端で約0.8mである。
勾配は78度と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闊岩の切石を用いた布積である。左隅角は切石を用いて積み上げられている。右隅角は
入隅である。
石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
左隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

。破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『旧高松御城全図』に描かれており、新郭造築期に築造されたと考えられる。
・両隅角に接続する石垣が明治以降に積み直されていることから、本石垣も積み直されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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城跡 石垣調査
石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 内 (多聞塀台) 石積工法 谷積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花聞岩

転用石 銀
＾

亥! E日 征
〔

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 腱 崩落1曜議P

他
等
の
損
そ
焼 篭繊争‖罐 1発纂軍1危険度

良好 a3  1   b2  1   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1.22

築造時期 生駒期・新郭造築期・明治以降 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『高松城下図屏風』『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

切石谷積、後世のもの

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸の披雲閣東側の西面内石垣である。
高さは中央部で約 1,7m、 全長は天端で約 H。 lmである。
勾配は72度と緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた谷積である。両隅角とも入隅である。
石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。生駒期から存在した石垣とも考えられるが『高松城下図屏風』によると、石垣幅が狭く描かれており、
新郭造築期に現位置に移動したとも考えられる。
・『旧高松御城全図』によると折れを持ちながらも配3056～h3067石垣までは一連の石垣として描かれて
おり、明治以降に積み直した際に開口され、分断されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡 石 査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 谷積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 算木にならない

右隅角 出 御編
上部構造物 石材 花筒岩

転用石 鉦
ヽ

彦J  FΠ 征
＾

況
　
因

雛
と
顕

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜議P

他
等
の
損
そ
焼 篭鯵争‖罐 1翼纂軍1危険度

良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 生駒期
。新郭造築期・明治以降 改修 有 基底都

修 理 文献資料 『高松城下図屏風』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

(4hW 単 静 ′・

轟

切石谷積、後世のもの

奮

鳴

す

備 考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の披雲閣東側の北面内石垣である。
高さは中央部で約 1.lm、 全長は天端で約1,9mで ある。
勾配は76度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩の切石を用いた谷積である。右隅角は切石を用いて積み上げられている。左隅角は
入隅である。
石材は方形で、規模は標準的なものではば揃つている。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。『旧高松御城全図』に描かれている石垣のいずれかに該当すると考えられるが、いずれにしても明治以
降に改変、積み直しがあつたと考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石

廃暑攀篭修争‖験握1莱纂拿1危険度

石垣部位 内(多聞塀台) 石積工法 谷積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闇岩

転用石 征
＾

刻  印 征
＾

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1碇議P

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1.84 1.43

築造時期 生駒期
。新郭造築期・明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料 『高松城下図屏風』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他
２
の
述
そ
記

破損現状

目地が少々ゆるむ

※切覆¢谷積、布積こ後世のもの

備 考 短い石垣のため中央高省IIS 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の披雲閣東側の西面内石垣である。
高さは中央部で約 1.4m、 全長は天端で約1.8mで ある。
勾配は74度とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた谷積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。
石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
両隅角とも算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

生駒期から存在した石垣と考えられるが、『高松城下図屏風』によると石垣幅が狭く描かれており、
郭造築期ないしは明治以降に現位置に移動したと考えられる。
谷積になっており、明治以降に全面積み直しが行われていると考えられる。

新

目
地
の
状
況
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史 石 査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 門 (後世のもの) 石積工法 谷積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花開岩

転用石 純
小

刻  印 4E

況
　
因
醐と陣

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜議P

他
等
の
損
そ
焼 乾鯵争‖罐 1翼纂拿1危険度

良好 a3 1 bl l D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.56

築造時期 江戸末期 。明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

全て谷積

※後世の開田部 (掘埋め立て後のもの)

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の披雲閣東側に位置する開口部の南面石垣である。
高さは左端で約 1.4m、 中央から右端にかけて約2.5～2.6mである。
勾配は80度 と平均的である。

全長は天端で約5.3mである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花商岩の切石を用いた谷積である。両隅角と
石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
両隅角とも算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

も切石を用いて積み上げられている。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。絵図には見られない開口部であるが、『旧高松御城全図』によると中堀に橋のような施設が描かれてお
り、江戸末期には開日していた可能性も考えられる。
・谷積になっており、明治以降に築造された可能性が高いと考える。

目
地
の
状
況
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石垣

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 門 (後世のもの) 石積工法 谷積

方 位
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花筒岩

転用石 銀
＾

刻  印 征
＾

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没1解 1曜議?

他
等
の
損
そ
焼 稔賜争‖罐 1薬象峯1危険度

良好 nl D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.48 1.43

築造時期 江戸末期・明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

※全て谷積、後世の開口部 (堀埋め立て後のもの)

備  考 右角勾配計測不可 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸の披雲閣東側に位置する開口部の北面石垣である。
高さは左端から中央にかけて約2.3～2.5m、 右端で約1,4mで ある。
勾配は80度と平均的である。

全長は天端で約 5。 3mである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた谷積である。両隅角と
石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
両隅角とも算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

も切石を用いて積み上げられている。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・絵図には見られない開口部であるが、『旧高松御城全図』によると中堀に橋のような施設が描かれてお
り、江戸末期には開口していた可能性も考えられる。
・谷積になっており、明治以降に築造された可能性が高いと考える。

目
地
の
状
況
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城跡 石
石垣番号 3072 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣部位 外 (多聞塀台) 石積工法 乱積、谷積 (一部 )

一‐・‐胸学ヤ
Ⅵ
相「

陳 | ,

館 |

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 多聞梧 石材 花闘岩、安山岩

転用石 鉦
＾

亥l  F「 鶴
＾

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

その他
焼損等 鞭嬢

損
態
破
状
影響の

程度
危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

49.38 49。 47

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

谷積
野面積
天端石が押し出される

※野面積、谷積、乱積が混在する

備  考 左角勾配計測不可 調査年月日
平成16年 11月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸南東部の東面内石垣で、陳列館の東側に位置する。
高さは中央部で約 1.6m、 全長は天端で約49,4mである。
勾配は80度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石を用いた乱積であるが、割石による乱積や切石による谷積、布積
も見られる。左隅角は切石を用いて積み上げられている。右隅角は入隅である。
石材は方形、丸みのあるもの、やや扁平のもの等不揃いであり、規模も大小混在する。
左隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況
・天端石にズレが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『旧高松御城全図』によると、3ヶ所に雁木が描かれており、明治以降に積み直されたと考えられる。
・積み方、工法等様々で数回の積み直しが考えられる。
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査石

石垣番号 3073 地区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

石垣部位 内 (柊台) 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 野面

右隅角 出 御編
上部構造物 龍櫓 石材 花商岩、安山岩

転用石 征小
刻  印 征

小

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 朧 1崩落1曜議?

その他
焼損等 宅娼ξ‖罐 1響 1危険度

nl  l  nl a2  1  b2  1  B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1.22 1.28

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A,盛土厚く多い
B.一石ヌケ
C ズレ出し
D.間結石のヌケ
E 野面石

備  考 調査年月日
平成16年 11月 8日
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石垣項目別カルア

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸南部の龍櫓台の北面内石垣である。
高さは中央部で約 1.3m、 全長は天端で約7.5mである。
勾配は87度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花南岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。右隅角は切石を用いて積み上げられてい

る。左隅角は入隅である。
石材は方形で、丸みのあるもの等形状が不揃いであり、規模も大小混在する。
右隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・天端石にズレが見られる。

石
垣
の
変
遷

。右隅角最下段のみ野面石で、それより上段は切石を用いており、隅角付近の積み直しが考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡高 石垣

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

石垣都位 柊台 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切石、野面

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入 急
特
地
記

上部構造物 龍櫓 石材
花筒岩、安山岩、凝
灰岩 (一部 )

転用石 征
＾

刻  印 径
小

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落

曜議?膿 盤 竃α摯1罐 1響 1危険度
B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5.47

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

積み替えの可能性あり、中央部一石飛び出し、
凝灰岩、転用石の可能性あり、溝の様な跡あり

その下ヌケ

備  考 調査年月日
平成16年 11月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸南部の龍櫓の西面内石垣である。
高さは中央部で約 1.3m、 全長は天端で約5.4mである。
勾配は79度と平均的である。

積
み
方
石
材
等

。石の積み方は花南岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。左隅角は切石を用いて積み上げられてい

る。左隅角は入隅である。
・石材は丸みのあるものの他、方形、扁平などの形状のものが混在する。規模も大小混在する。
・左隅角は完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。
。日地は見られない。

破
損
状
況
・石垣下部に石材の欠損が見られる。また、中段部にズレが見られる。

石
垣
の
変
遷

・左隅角の上部3石は他の築石と形状、加工度が異なり、また下部の隅角石ともかみ合つておらず、積

み直されていると考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣

石垣番号 3075 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 内 (櫓台) 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 多聞梧 石材 安山岩、花闘岩

転用石 径
〔

刻 印 O

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1躍嘉軍

他
等
の
損
そ
焼 篭勉争‖罐 1髭象写1危険度

良好 a3  1   b2  1   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 松平初期
。新郭造築期 改修 基底部

修  理 文献資料 『高松城下図屏風』『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

雑な積み方
間結石のスケ

刻印O

備  考 短い石垣のため中央高省略 調査年月日
平成16年 11月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸南部の龍櫓の西面に取り付く北面内石垣である。
高さは右端で約 1.2m、 全長は天端で約2.3mである。
勾配は83度とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は安山岩、花蘭岩の割石を用いた乱積である。やや乱雑な積み方である。両隅角とも入隅で
あるが、右隅角は本来は出隅であつたと考えられる。
石材は角張つたものや、やや扁平のものが混在する。規模は標準的なものでほぼ揃つている。
右隅角は算木積になっていない。
転用石は見られない。
刻印は、右隅角3石 目にOが見られる。
目地は見られない。

破
損
状
況
・間詰石のヌケが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『高松城下図屏風』には描かれていないが、『旧高松御城全図』に見られることから、松平初期ないし
は新郭造築期のものと考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣都位 石 段 石積工法

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 出 御綿
上部構造物 石材 花前岩

転用石 征
ヽ

刻 印 4E

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没1解 1曜蒻?

他
等
の
損
そ
焼 稔鯵争‖罐 1巽象軍1危険度

a2  1   b3  1   C

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.49

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

前ヘズレ出し餘間があく

欠援

備  考 雁木 5段、右角勾配左側面計測 調査年月日
平成16年■月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸南部の龍櫓に南向きに上る石段である。
段数は5段で、最上段の幅員は約2.5mである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩の切石を用いた石段である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

側面は布積である。

破
損
状
況

上段で1石欠損が見られる。
中段の石段にズレが見られる。

石
垣
の
変
遷

。絵図には描かれておらず、明治以降のものと考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣部位 内(多間裕台) 石積工法 乱積、谷積 (一部)

桜

御

門

跡

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 多聞櫓 石材 花闇岩、安山岩

転用石 征
＾

刻  印 鉦
ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰の

双 ケ

その他
焼損等 鞭酸

損
態
破
状
影響の

程度
危険度

B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

(1.96)
25.66

築造時期 生駒期 改修 有 基底都

修 理 文献資料

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

A 欠落
B 天端石が浮く
C ハラミ
D 落下
E 欠け
※右端谷積

備  考 天端25.66m内 1.96m埋まる 調査年月日
平成16年二月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸南部の桜御門と龍櫓をつなぐ多聞梧の北面内石垣である。
高さは中央部で約 1.6m、 全長は天端で約25,7mである。
勾配は77度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石と割石を用いた乱積であるが、一部谷積も見られる。右隅角近く
は谷積である。両隅角とも入隅である。
石材はやや丸みのあるもが多く見られ、規模は標準的なものでほぼ揃っている。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

。中段に薄いハラミが見られる。
・天端石の欠損が見られる。

石
垣
の
変
遷

・谷積部分を中心に、積み直しがあつたと考えられる。

目
地
の
状
況
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石 査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、切石、野面 石垣位置

石垣部位 内 (多聞塀台) 石積工法 布積、谷積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 算本にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 多聞柊 石材 花闘岩、安山岩

転用石 径
＾

刻 印 雀
＾

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜議P

その他
焼損等 1篭鯵争1禁握1発泉峯1危険度

良好 a3  1   b2  1   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

10.62 6.3/4.23 1.15/2.58

築造時期 生駒期 改修 有 基底都

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発据調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

　

　

Ｃ

Ｄ

野面積
ハゼの本の根が入り込む
風による影響を受ける可能性あり
現在は影響少ない
マツの根
谷積

後世の積み直しと思われる。
右端最下段は飛び出す。

備 考 調査年月日
平成16年 11月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸南部の桜御門台の東側を取り巻く東面内石垣である。

高さは左端で約0.9m、 右端で約2.8mである。全長は約10.6mで ある。

勾配は86度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

尋急暑ぞ覆とを§伝鷺こ営亀會量唇尋吾景邑る写彗3啓橿:罠ミ格そ手B'｀
両隅角とも算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。

谷積や布積も見られ、や

破
損
状
況

左隅角付近はハゼの木の根が石垣中に入り込んでいるが、変形までは至っていない。

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

右隅角下段の石が東へ飛び出しており、積み直しがあったと考えられる。『旧高松御城全図』には、本

石垣の東側にもう1つ石垣状の構造物が描かれており、明治以降に撤去した際に積み直しがあつた可能

性が考えられる。
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城跡 石
石垣番号 地 区 三 ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、切石 石垣位置

石垣部位 F日 (多聞櫓台) 石積工法 乱積

桜

御

出

跡

方 位
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 多聞櫓、桜御門 石材 花筒岩

転用石 4F 刻  印 征
（

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 腱 崩落1曜議?

その他
焼損等 鞭鍛 黎握諮 1危

険度
良好 有 bl D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

3.68/2.23
70
(0.82)

2,95
2 99/3 8
/3.05

築造時期 生駒期
。新郭造築期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

一石のみ飛び出る

A 縁石
日 矢穴
C 角から出るように積んでいる
D,金具輪
※Cが飛び出ることから規模を縮小したものか?

輸形の金具

備 考 調査年月日
平成16年二月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜御門東側台の北面内石垣である。
高さは左半で約3.Om、 右半は約3.8～ 3.9mで ある。全長は天端で約5.9mで あるが
へ延びており、本来はもつと長い石垣であつたと考えられる。
勾配は86度 とやや急である。

下段部分の石材が東

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積であるが、上部は切石を用いた布積である。両隅角とも切石を

用いて積み上げられている。石垣のほぼ全面にノミ仕上げが見られる。
石材は方形の形状が揃つたものが多く見られるが、一部丸みのある野面石が見られる。規模は大ぶりの

もので揃つている。
右隅角は完成度が高い算木積であるが、左隅角は算木積になつていない。

転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。左隅角下段の石材が東へ延びており、左隅角付近の改変が考えられる。『 旧高松御城全図』によると東

側に石垣状のものが続くように描かれており、明治以降に撤去された可能性が考えられる。
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史跡高松城跡 石垣調査
石垣番号 地区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石        1石 垣位置

石垣都位 石積工法 乱積

桜

御

門

跡

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 野面石、切石

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出 劉編
上部構造物 桜御門 石材 花闘岩

転用石 銀
＾

刻  印 鉦
〔

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1罠議?

他
等
の
損
そ
焼 咤鯵争‖罐 1秘 1危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 松平初期
。新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A 矢穴
B.ノ ミ跡

備  考 調査年月日
平成16年 11月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜御門東側台の東面石垣である。
高さは中央部で約0.5m、 全長は天端で約5,7mである。
勾配は90度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。
石材は方形で、規模も標準的なものでほぼ揃つている。
左隅角は完成度の低い算本積となっており、右隅角は1石のみの積み上げとなっている。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『高松城下図屏風』には描かれていないため、松平初期ないしは新郭造築期の披雲閣建設に伴い、築造
されたと考えられる。

目
地
の
状
況

-383-



査

石垣番号 3081 地区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 石積工法 布積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 切石、野面石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 桜御門 石材 花南岩

転用石 径
〔

亥J F「 銀
ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
欠け
剥離 陥没1崩落曜議?脹盤 1篭鯵争‖罐 1髭纂写1危険度

C

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.19 2.24 0。 73 0.64 0.65

築造時期 松平初期・新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

間結石のスケ

備  考 調査年月日
平成16年 11月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜御門東側台の南面石垣である。
高さは中央で約0.6m、 全長は天端で約2.2mである。
勾配は88度と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた布積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。
石材は方形で、規模も標準的なものでほぼ揃つている。
左隅角は算木積になっていないが、右隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・間詰石のヌケは見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。
『高松城下図屏風』には描かれていないため、松平初期ないしは新郭造築期の披雲閣建設に伴い、築造
されたと考えられる。

目
地
の
状
況

-385-



石垣番号 3082 地 区 三 ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣部位 石積工法 乱積

‐七、l FH
跡 .

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 多聞権、桜御門 石材 花闘岩

転用石 征
ヽ

刻  印 狂
＾

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
久
剥 陥没1崩落1曜議?隆盤 篭繊争‖罐 1翼象写1危険度

s2   1 r123 B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5。 82/5。 1 11.61 3.88
3.92/3.91
/3.2

3.35/3.25

築造時期 生駒期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

ノミ
ワレ
飛び出し
矢穴
大きめの石

間諸石ヌケ

縦目地

※開部分を中心に擁損

備  考 調査年月日
平成16年二月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜御門の西面石垣であり、見学動線に沿つて位置する。
高さは門部分中央部で約3.9m、 多聞梧台中央部で約3.2mで、全長は天端で約6.5mで ある。
勾配は86度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は中央部は花蘭岩の野面石を用いた乱積であるが、右半は割石を用いた乱積である。両隅角
とも切石を用いて積み上げられている。また隅角石はノミ仕上げが見られる。
石材は方形で、規模は比較的大ぶりなもので揃っている。
両隅角とも完成度の高い算木積みである。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況
・戦災による桜御門焼失に伴う焼損が石垣全面に見られ、石材のヒビも多く劣化が著しい。

石
垣
の
変
遷

・生駒期から所在した可能性が考えられる。
・石材の加工状況や積み方に違いが見られ、積み直しがあつたと考えられる。

目■hの位 置 、潰 況 目 凱 の 両 1則 石材種軽 石材形状 希 材 掴 櫨 繕 泳 方 日熟 の率 牛事 由

左隅角下部から右上が り
,「 千 催 ■ 不 至 ス 日 IIlj

々イ副 花需井 方 形 割 石 生側石材 はか
オおリノIヽ

副 石 乱 橋 左隅角部嶺み直し

若イロ|| 花 麟 井 方形 詢.み 弄 面 石 嗣 `橋

天端中央から右下が りに
右隅角下部に至る目lII

午イЫI 絃 需 井 方形 詢,み 左側石材 はや
くう/1、ズ リ

野雨石 ¬,繕 右側石垣の積み直し

右佃| 花闇岩 ★形割 希 ‖石 ¬緒

右隅角下部から左上がり
,r下 催 へ 至 ス 日 IHII

,イロJ 花簡井 方形割石 右側石材はや
づ奪⊃ノ|ヽ 黛 り

妻‖所 舌I繕 右隅角部の積み直し

か築造時のもの若 側 ″ 簡 方形切 石 切石布繕

目
地
の
状
況

″
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史跡高 城跡 石
石垣番号 地区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣都位 石積工法 布積

桜

御

関

跡

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右 割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 桜御門 石材 花闇岩

転用石 征小
刻  印 征

＾

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
欠け
剥離 陥没 崩落 間詰の

観 ケ

耗

斯

の他
:損等閻 胴

影響の

程度
危険度

r123 B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5.82 6.51 3,98 3.89 3.94

築造時期 生駒期 改修 基底都

修 理 文献資料

発掘調査
その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

縦看使い
ヌケ
ワレ落ち
ハツリ仕上げ
ワレ
ノミ跡 ※間部分を中心に焼銀

鉾課●
i事 角
静     浄

確 上,

備  考 調査年月日
平成16年■月 8日
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石垣項目別カルテ

・ 本石垣は桜御 F弓
の東面石垣であり、見学動線に沿つて位置する。

・高さは中央部で約3.9m、 全長は天端で約6.5mである。

・勾配は86度とやや急である。

・
仔留褒ぞ釈雪r璽花?需諷召密Eサぐ麿添索岳

両隅角とも上部は切石、下部は割石を用いて積み上
)れる。

.得罹鱈憲髭涙澄裾督僚瞥棄権茫ご上奪燿家こ解E元搾息格が、左隅角基礎部と3石目は縦石使いとなっ
ている。
・転用石、刻印は見られない。

。フレ落ちのある石材が数石見られる他、間詰石のヌケが中央上部に見られる。
・戦災による桜御門焼失に伴う焼損が石垣全面に見られ、石材のヒビも多く、劣化が著しい。

・生駒翔から所在した可能隆が考えられる。
・隅角部石材の加工状況が上下で異なることから積み直しがあつた可能性が考えられる。

石
垣
の
変
遷

目
地
の
状
況
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城跡 石垣調査
石垣番号 3084 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 (多聞梧台) 石積工法 布積

方 位
角
石
（算
木
）

左 切石、割石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 多聞櫓、桜御門 石材 花闘岩、安山岩

転用石 征 刻  印 征
小

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
欠け
剥離
陥没1解 1曜誘?

その他
焼損等 託鯵争1罐 1髭纂軍1危険度

良好 bl D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.25/3.5/
19.24

25.06
3.92/1.18
/1.18

3.82/3.29
/1.04

3.23/1.12 84

築造時期 生駒期
。新郭造築期 改修 有 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

間結石のヌケ
矢穴
細工切石、石材の縦使い

Ｂ↓　工∩）

ＡＯ
Ａ。

備 考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸南端の北面内石垣である。左隅角で桜御門西側台の北面を構成する。

高さは桜御門台部分は約3.8m、 多聞橿台部分は約3.3m、 その他の部分は約1,Omである。全長は天端で約
25,Omである。
勾配は82度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた布積である。左隅角は上部は切石、下都は割石を用いて積

み上げられている。右隅角は入隅である。
桜御門台の右隅角に縦石使いの石材が見られる。
石材は方形のものが多いが、やや丸みのあるものや、やや扁平のものなども見られる。規模は40～50cm

程度の標準的なものが多いが、左隅角近傍に見られる大石材や、やや小ぶりのものなども見られる。
左隅角は完成度の低い算木積である。
左隅角の一部にノミ仕上げが見られる。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況
・問詰石のヌケがある程度で、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・隅角部石材の加工状況が上下で異なることから積み直しがあつた可能性が考えられる。
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史 査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 石積工法 乱積

|'ゝ

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 桜御門 石材 花闘岩、疑灰岩

転用石 鉦
＾

亥J 印 鉦

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜議P

他
等
の
損
そ
焼 篭鯵李‖罐 1響 1危険度

a2  1   b3  1   C

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5。 7 0.53

築造時期 松平初期・新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A.乱積
B.凝灰岩
C.ズ レ出し
※石材不描い

備 考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜御門西側台の西面石垣である。
高さは中央部で約0,5m、 全長は天端で約5,7mである。
勾配は88度とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の割石を用いた乱積であり、天端石には凝灰岩も含まれる。両隅角とも切石を1石
のみ積んでいる。
石材はやや丸みのあるものや扁平なもの、方形のもの等様々で、規模も大小混在している。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・全体的に石材のズレが見られる。

石
垣
の
変
遷

・『高松城下図屏風』には描かれていないため、松平初期ないしは新郭造築期の披雲閣建設に伴い、築造
されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 多聞柊 石材 花南岩、安山岩

転用石 他
小

刻  印 笙
ハ

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没

1崩
落
曜議P隆 鉾 篭繊争‖罐 1発纂峯1危険度

nl a2  1   b2  1   B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2

築造時期 生駒期
。新郭造築期 。明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

他

１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

欠け
問詰石のヌケ
ズレ出し

石材の縦使い

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜御門西側台の西面石垣である。
高さは中央部で約1.8m、 全長は天端で約4.3mで ある。
勾配は90度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた乱積である。左隅角は大石材3石によつて積み上げている
が、基礎となる石材は縦石使いとしている。右隅角は入隅である。
石材は不定形のものが多く、規模も大小の石材が混在する。
左隅角は算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

天端石の欠損が見られる。また、中段に石材のズレが見られる。

石
垣
の
変
遷

・『旧高松御城全図』に描かれているが、全長は絵図より長い。右半は明治以降に配3087石垣の積み直し
に伴い、つけ加えられた可能性が考えられる。
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石垣番号 3087 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣都位 内 (多聞福台) 石積工法 乱積、谷積 (一部 )

キi

|

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 多聞櫓 石材 花闘岩、安山岩

転用石 鉦
＾

刻 印 鉦
ハ

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没1崩落1曜議P隆鰈 篭繊争‖罐 1髭象峯1危険度

s2nl b2

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

23 23 23.09

築造時期 松平初期・新郭造築期
。明治以降 改修 有 基底部

修  理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

A 謝結石のスケ
B.小さいズレ出し
0.比較的小石材の乱積

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸南部の多聞櫓台の北面内石垣である。
高さは中央部で約1.6m、 全長は天端で約23.2mである。
勾配は84度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩、安山岩の野面石と割石を用いた乱積であるが、右隅角近くでは谷積も見られる。
両隅角とも入隅である。
石材は方形で角の取れたやや丸みのあるものが多いが、扁平なものも天端石等に見られる。規模は標準
的なものが多いが、比較的大ぶりのものも見られる。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

。石垣中段や上段にズレが見られる。また、間詰石のヌケも所々見られる。

石
垣
の
変
遷

『高松城下図屏風』には描かれていないため、松平初期ないしは新郭造築期の披雲閣建設に伴い、築造
されたと考えられる。
『旧高松御城全図』によると、当初はもう少し北に位置していたと考えられる。当初の石垣位置と考え
られる部分には血3089石垣から断続的に続く石列があり、明治以降に積み直された可能性が高い。

目
地
の
状
況
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石

石垣番号 地区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 内 (多聞櫓台) 石積工法 乱積、谷積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 多聞梧 石材 花蘭岩、安山岩

転用石 4L 刻  印 径
小

況
　
因

鰍
と
搬

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
欠け
剥離

陥没 崩落 間詰の
攻 ケ

その他
焼損等 閣

損
態
破
状 期繊

危険度

B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

3.92 1.1

築造時期 明治以降 改修 有 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

他

１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

催石使い

谷積
小石材多い
ワレ
天端石不続い

備 考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸南東部の東面内石垣である。
高さは中央部で約 1,3m、 全長は天端で約3.9mである。
勾配は80度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた乱積である。右隅角は割石を用いて積み上げられている。
左隅角は入隅である。また、左隅角近くでは、大石の縦石使いを含めた谷積状の積み方も見られる他、
天端も不揃いである。
石材は方形で角張つたものが多いが、やや扁平なものも見られる。規模は標準的なものが多いが、比較
的大ぶりのものも多く見られる。
右隅角は算木積になつていない。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

天端石にワレが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

絵図には描かれておらず、明治以降に築造されたと考えられる。

目JHのれ轡●検 予
".

J j4rの1商 4Ell! 騒績 慕騨贈 ]● 111躍酪剤豚 清 晃ユ歳↑籍議羅電ェ 転憮

“

ゐ碧軽L彗1由
右隅角上部から左下がり
し,緯 万 虫 ″ 茎 ス 日 靴

芹 ISl 滞 隔 碧 勢1石 本 市 形 上側石材は小
だり

割石乱繕 左築石部の積み直し
か築造時のもの片 TH‖ 花脇岩 方 形 害u石 割石布繕

目
地
の
状
況
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史跡高松城跡 石垣調査
石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、野面石 石垣位置

石垣都位 内 (多聞絡台) 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 多聞櫓 石材 安山岩、花闘岩

転用石 征
ヽ

刻  印 征
＾

況

　
因

鰍
と
理

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1民議P

その他
焼損等 篭鯵李‖罐 1翼象峯1危険度

良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角角配

築造時期 生駒期 。松平初期 。新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

間詰石のヌケ
※天端石不構い

備 考 短い石垣のため中央高省略 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸南東部の多聞櫓台の北面内石垣である。
高さは約 1.3m、 全長は天端で約1.lmで ある。
勾配は84度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた乱積である。左隅角は割石を用いて積み上げられている。
右隅角は入隅である。また、天端も不揃いである。
石材は方形で角張つたものが多く、規模は標準的なものが多いが、小ぶりのものも見られる。
左隅角は算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・間詰石のヌケが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『旧高松御城全図』によると、石垣は東へ長く延びており、明治以降に大きく改変されたと考えられ
る。

目
地
の
状
況
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石 査

石垣番号 地区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、野面 石垣位置

石垣都位 内 (多聞鵜台) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出 柳編
上部構造物 多聞格 石材 安山岩、花蘭岩

転用石 範
＾

刻  印 4E

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没1崩落曜蒻?臨盤 嗚鯵争‖罐 1髭象写1危険度

良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 松平初期
。新郭造築期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

間詰石のヌケ
※やや乱雑な積み方

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日

-402-



石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸南東部の多聞櫓台の東面内石垣である。
高さは中央部で約1.3m、 全長は天端で約5.9mで ある。
勾配は73度とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石と野面石を用いた乱積である、右隅角近くでは布積である。右隅
角は、切石によって積み上げられている。左隅角は入隅である。
石材は方形で角が取れた丸みのあるものや、やや扁平のものが見られる。規模は標準的なものが多い
が、左隅角近くでは小ぶりのものが多く見られ、左右で積み方が異なる。
右隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

間詰石のヌケが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『高松城下図屏風』には描かれておらず、『旧高松御城全図』に描かれており、松平初期ないしは新郭
造築期のものと考えられる。
・中央の縦目地より左側は右側に比べ乱雑な積み方であり、明治以降に積み直されたと考えられる。

日 144の什 詈 ヽ 潰 学7 日mの 面倒 石材 種 糧 石 材 形 沿 石 材 親 構 藉 iみ方 目JIltの 率 4喜 由
右隅角下部から天端に至

る左上が りの目地

片イロII ″ 需岩 方 形 害H石 ほぼ同規模 罰1石 舌I繕 隅角部積み直し

右側 花筒岩 方形切石 劃テ百苦し】着

左隅角部から中央部まで
の容形の目lllt

h芳 花 臨井 下 庁 形 割 石 下方 は上方 よ
nやや十 式 n

劃 石 舌1,橋 上方積み直し

下 方 花 簡 本市形害‖石 却1石詞1繕

目
地
の
状
況

-403-



史跡高松城跡 石垣調査
石垣番号 3091  1地区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 雁木 石積工法

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 出 右 鮒|

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 純（
刻  印 鉦

ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没1崩落1曜議P膿鍵 篭賜争1罐 1発藁峯1危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

3.19

築造時期 松平初期・新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

2石のみ自然石 (後に補移したものか?)

備 考 雁木 5段 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

・本石垣は三ノ丸南東部の多聞櫓台の腰巻土塁へ取りつく雁本である。
・段数は5段で、最上段の幅員は約3.2mである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の切石を用いた石段である。側面は布積である。最上段に一部補足石が見られる。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『高松城下図屏風』には描かれておらず、『旧高松御城全図』に描かれており、松平初期ないしは新郭
造築期のものと考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣

石垣番号 地区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 内 石積工法 布積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闇岩

転用石 鉦 刻  印 縫
＾

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 聞請の

く オ

その他
焼損等
軽微な
改変

損
態
破
状 期観

危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

4.92 3.44 1.12 1.14 1.23

築造時期 松平初期 。新郭造築期 改修 有 基底都

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

間諮石のヌケ

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸南東部の多聞櫓台石垣の下段に腰巻状に取りつく東面内石垣であり、雁木の側壁であ
る。
高さは中央部で約 1.lm、 全長は天端で約4,9mである。
勾配は88度とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた布積である。右隅角は害1石を用いて積み上げられている。左隅角は
入隅である。
石材は方形のものが多いが、上段の2層はやや扁平な石材が使われている。規模は標準的なものが多い
が、中段以下では小ぶりなものも多く見られる。
右隅角は算木積を意識した積み方である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・間詰石のヌケは見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『高松城下図屏風』には描かれておらず、『旧高松御城全図』に描かれており、松平初期ないしは新郭
造築期のものと考えられる。
中央の縦日地より左側は右側に比べ乱雑な積み方であり、明治以降に積み直されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡高松城跡 石垣調査
石垣番号 3093 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、切石 石垣位置

石垣部位 内(多聞櫓台) 石積工法 乱積、布積

方 位
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出 例編
上部構造物 多聞樽 石材 花闘岩

転用石 征
＾

刻  印 征
ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 鰈 崩落1曜議P

他
等
の
損
そ
焼 篭繊争‖罐 1髭象軍1危険度

ぞ子  ‖   a2  1   b2  1   B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.94/3.12 1.2/2.03 2.57 2.77 88/76 87/84 81/78

築造時期 松平初期・新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

A.算本完成
B 石材表面ハガレか奥に引つ込んでいるか
C.後繊の結め石
※左布積.右切込ハギ (一部亀甲積風) “

一一一一̈

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸南東部の多聞櫓台の北面石垣である。
高さは腰巻き部で約 1.2m、 櫓台部で約2.8mである。全長は天端で約6.Omである。
勾配は73～ 87度 と変化する。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の切石を用いた乱積である。左隅角は害1石、右隅角は切石を用いて積み上げられて
いる。
石材の表面はノミ仕上げが見られる。
石材は方形で、規模も標準的なもので揃つている。
左隅角は算木積を意識した積み方で、右隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見れない。

破
損
状
況

右半下部の石材にゆるみが生じ、全体に薄いハラミが見られる。
石材の一部に表面の剥離が見られる。
右隅角では後に詰め直されたと考えられる間詰石が見られる。

石
垣
の
変
遷

・『高松城下図屏風』には描かれておらず、『旧高松御城全図』に描かれており、松平初期ないしは新郭
造築期のものと考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡高 城跡 石垣 査
石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 石積工法 谷積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩、安山岩

転用石 征
小

刻  印 錘
＾

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ ワ レ
久け
剥離 陥没 崩落 間詰の

観 オ

その他
焼損等 閣

損
態
破
状 確象寧1危険度

良好 b3  1   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5.63

築造時期 生駒期・明治以降 改修 有 基底都

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

※安山岩を主体とした谷積。後世のものと思われる。

備 考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸西部で、低い土塁の東面内石垣である。見学動線に沿う縁石となっている。
高さは0.6～ 1,Omと 変化する。全長は天端で約5.5mである。
勾配は82度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩、安山岩の割石を用いた谷積である。右隅角は曲線となっている。
石材は方形の形状が揃つたものを用い、規模も標準的なものではぼ揃つている。曲線部に安山岩が多く
用いられている。
両隅角とも算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『高松城下図屏風』によるとほぼ同位置に石垣が描かれており、生駒期から所在した石垣と考えられ
る。
・現在の石垣は谷積であり、明治以降の積み直しが考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡高 城跡 石垣 査
石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 石積工法 谷積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花前岩、安山岩

転用石 征
＾

刻  印 無

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
久
剥 鰈 1崩落1曜議P

その他
焼損等 篭繊争‖罐 1薬纂軍1危険度

良好 a3 b2 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

48.2 48.46 0.61 0.46 1,19 84/84

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

他
１
の
述
そ
記

その他
記述 2

破損現状

※安山岩を主体とした谷積。後世のものと患われる。右端は当初のものか不明。

備 考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸西部の低い土塁の北面内石垣である。見学動線に沿う縁石となっている。
高さは0.5～ 1.2mと 変化する。全長は天端で約48。 2mである。
勾配は73～ 80度 と変化する。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた谷積である。
石材は方形の形状が揃つたものが多く、規模も標準的でほぼ揃つている。右隅角付近では大石や扁平な
石材も見られる。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『高松城下図屏風』によるとほぼ同位置に石垣が描かれており、生駒期から所在した石垣と考えられ
る。
・現在の石垣は谷積であり、明治以降の積み直しが考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡 石垣

石垣番号 3096 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 その他 石積工法 布積

＼

翌井fi

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 御番所 石材 花闘岩

転用石 4r 刻 印 征

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜議?

その他
焼損等 篭α摯‖罐 1留 1危険度

良好 a3  1   b2  1   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『披雲閣古図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

※整美な切込ハギ。絵国にはない。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸南部の桜御門北側に独立して築造された石垣の西面である。
高さは中央部で約 1.8m、 全長は天端で約1.9mで ある。
勾配は89度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩の加工精度の高い切石を用いた布積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられ
ている。
石材は方形で、規模は大ぶりのもので揃つている。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『披雲閣古図』に本石垣を示したと考えられる構造物が描かれていることから、新郭造築期の披雲閣建
設に伴つて築造された石垣と考えられる。

目
地
の
状
況

-415-



城跡

石垣番号 3097 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 その他 石積工法 布積、乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 御番所 石材 花闘岩

転用石 無 刻 印 狂
＾

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 鰈 1崩落1甥

他
等
の
損
そ
焼

度険危期絨
損
態
破
状鞭酸良好 有  ‖  a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

18.74 18.74 1.82

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『抜雲閣吉図』

発掘調査
その他
の調査

他
１
の
述
そ
記

その他
記述 2

破損現状

A.間結石のヌケ
B.矢穴
C、 積み方が異なる、モルタル詰め

※絵圏にはない石垣

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸南部の桜御門北側に独立して築造された石垣の南面である。
高さは中央部で約1.8m、 全長は天端で約18.7mで ある。
勾配は88度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は左側と右側で異なり、左側では花闇岩の加工精度の高い切石を用いており、布積と乱積が

混在する。右側では、やや加工精度の低い切石を用いた布積である。両隅角とも切石を用いて積み上げ
られている。
石材は方形に揃えたものとやや丸みのあるものがあり、規模も大小混在する。
左隅角は完成度の高い算木積であるが、右隅角は算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

聞詰石のヌケは見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。『披雲閣古図』に本石垣を示したと考えられる構造物が描かれていることから、新郭造築期の披雲閣建
設に伴って築造された石垣と考えられる。

目拍 の社 詈 、状 源
`

目Imの 両 TRl 石材 種理 石材形状 石 材 規 揮 繕 み ナ 日 抑 の 率 4事 由

中央部天端から下部に至

る左下がりの目地

千櫛 | 花 騎岩 方形切 石 左側石材は右
イロ‖キn十 式 lra

L」J石布結 異なる加工精度の石

材の使用青イЫI ″ 需岩 方形 切 る 切石 布 繕

中央より左側全面の意匠
的 テト日 精

全面 花簡岩 不定形切石 大小石材混在 切石乱積 意匠的石積工法

中央右側全面の横 目地 全面 花闇岩 方形切石 ほぼ同規模 切石布積 布積

目
地
の
状
況
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史跡高

石垣番号 3098  1 地区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 その他 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 御番所 石材 花闇岩

転用石 征
ヽ

レJ  F「 径
小

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 バ レ ハラミ ワ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰

の
ヌケ

その他
焼損等

軽微な
改変

損
態
破
状 期繊

危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1.57

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『被雲閣古図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他
２
の
述
そ
記

破損現状

※絵国にはない石垣。表面より加工度は低い。

備 考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸南部の桜御門北側に独立して築造された石垣の東面である。
高さは中央部で約 1.8m、 全長は天端で約2.Omである。
勾配は88度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の加工精度の高い切石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられ
ている。
石材は方形で、規模は大小混在する。
両隅角とも算木積になつていない。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『披雲閣古図』に本石垣を示したと考えられる構造物が描かれていることから、新郭造築期の披雲閣建
設に伴って築造された石垣と考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石

陣ヨ隠障十隅Ⅳ障裕旧陣ド‐‐一、卜．．陣枠‐‐・＝卜卜障」例麟

垣位置

軽

已
度険危期観

損
態
破
状雛酸

石垣部位 その他 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 御番所 石材 花闇岩

転用石 有 (小穴のあく石 ) 刻  印 征
心

況
　
因

鍬
と
搬

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
欠け
剥離 腱 1崩落1曜議P

良好 a3  1   b2  1   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『披雲閣古図』

発掘調査 その他
の調査

他

１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状

A.転用石
B 横目地
※面に少し出入りあり

備 考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸南部の桜御門北側に独立して築造された石垣の北面である。
高さは中央部で約 1.6m、 全長は天端で約18.6mで ある。
勾配は90度 と急である。

積
み
方
石
材
等

・石の積み方は、やや力日工精度の低い切石を用いた布積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられて
ヤヽる。
・石材は方形に揃えたものとやや丸みのあるものがあり、規模は標準的ではぼ揃つている。
・左隅角は算木になつていないが、右隅角は完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『披雲閣古図』に本石垣を示したと考えられる構造物が描かれていることから、新郭造築期の披雲閣建
設に伴つて築造された石垣と考えられる。
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石垣 査

石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 その他 石積工法

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 右

右隅角 その他
特記

上部構造物 石材 砂岩

転用石 径
ヽ

羨」 Eロ 径

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜蔑?

他
等
の
損
そ
焼 託鮭争‖罐 1智 1危険度

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 不 明 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 『史跡高松城跡 (地久権跡
。三ノ丸跡)』

他
査
の
調
そ
の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項目別カルテ

位
置

，
規
模
等

:翻長透鍵鋼範経Υ瓢爵客爾デ難`してい私

療
み
方
石
材
等

零霧覆客霧辱眩奮PttT石を用
い・た乱積である.。

誓昆憲覧響用悠諸れ
な|、

破
損
状
況
。大半が埋没しており、不明である。

石
垣
の
変
遷

・不明であ益

目
地
の
状
況

-423-



史跡高松城跡 石垣調査
石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面 ト
ー
瑞
―――
―――

・
―‐‐
＝
Ｈ
ＩＩ
刊
＝
冊

・
―――
―‐‐
‐‐‐
――

・
――‐
―‐‐
―――
―――
剤
――
――
坐
そ
焼

石垣位置

寝攀1乾握摯1罐 1諮 1危険度

石垣都位 その他 石積工法

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 右

右隅角 その他
特記

上部構造物 石材 花開岩

転用石 征
＾

蕨l E日 征
（

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 朧 崩落1曜誘?

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 不 明 改修 基底部

修  理 文献資料

発掘調査 『史跡高松城跡 (地久櫓跡 。三ノ丸跡)』
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

:|!ミ惚

∴拶

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

。三ノ丸北部の北面内石垣で、埋没している。
・基底部の1段 4石が検出されている。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の野面石を用いた乱積である。
石材は方形である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

。大半が埋没 しており、不明である。

石
垣
の
変
遷

・不明である。

目
地
の
状
況

-425-



石垣番号 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

石垣部位 その他 石積工法

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 右

右隅角 御綿
上部構造物 石材 花筒岩

転用石 鉦
＾

刻  印 径
小

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1躍蔑P

他
等
の
損
そ
院 聘繊争‖罐 1翼象軍1危険度

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 不明 改修 基底都

修 理 文献資料

発掘調査 『史跡高松城跡(地久櫓跡・三ノ丸跡)』
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

。本石垣は三ノ丸北部の西面内石垣である。
・基底部の1段2石が検出されている。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の野面石を用いた乱積である。
石材は方形である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・大半が埋没 してお り、不明である。

石
垣
の
変
遷

・不明である。

目
地
の
状
況

-427-



史跡高 城跡 石垣
石垣番号 3103 地 区 三ノ丸

石
垣
様
式

積み方 石垣位置

石垣都位 外 (内堀に面する) 石積工法

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 右

右隅角 その他
特記

上部構造物 石材

転用石 刻  印

況
　
因

鰍
と
恕

破
　
破

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落曜議P隆盤 篭鯵争‖罐 1葵象寧1危険度

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 不明 改修 有 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 『史跡高松城跡録存修理工事報告書』
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

。本石垣は三ノ丸の西北部で内堀に面する南面石垣である。
・現在の石垣より北側へlm地点において、根石が東西方向に埋没している。

積
み
方
石
材
等

・形状、工法等は不明である。

破
損
状
況
・根石のみ残る。

石
垣
の
変
遷

・昭和48年度の修理の最中に、
上げている。

根石のみ埋没していることを確認し、そのまま埋め戻し現在の石垣を積み

目
地
の
状
況

-429-



史 城跡 石垣 査
石垣番号 4001 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切 石

右隅角 出
その他
特記

ノ リ

上部構造物 渡櫓 石材 花南岩

転用石 雀
＾

刻  印 鉦
小

破損状況
と
破損要因
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石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

右 1.09

生 3.22 3.22

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』、明治期写真

発掘調査 『高松市文化財調査報告書 史跡高松城』 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

矢穴

※算ホ長方形石使用
※方形石材多い

備  考 短い石垣のため中央高 。中央勾配計測省略 調査年月日
平成16年 12月 8日
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